
■発行　長野県小県郡長和町議会
■編集　議会だより編集委員会

平成19年11月1日発行

第 8 号

議会だより
ながわまち

第8号の内容 ●●99月定例会月定例会
□町長提案理由・・・・・・・・・・・P2
□平成18年度決算認定 ・・・・・・・P3
□委員会審議内容・・・・・・・・・・P5
□一般質問・・・・・・・・・・・・・P10
□条例関係・補正予算・・・・・・・・P12
□請願・陳情・・・・・・・・・・・・P14
□意見書・・・・・・・・・・・・・・P15
●第●第33回臨時会回臨時会・・・・・・・・・P14

和田庁舎議場で議会を開会
平成19年9月定例会より、議会は和田庁舎議場において開会されることとなりました。



ながわまち議会だより　19.11.1 2

9月定例会
町長提案理由説明

●
平
成
18
年
度
決
算
に
つ
い
て

平
成
18
年
度
の
決
算
の
概
要
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
18

年
度
決
算
は
、
長
和
町
発
足
後
、

初
め
て
通
年
決
算
と
な
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
の
町
の
事
業
運
営
の

指
標
と
も
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

去
る
８
月
24
日
に
監
査
委
員
よ
り
、

平
成
18
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別

会
計
の
決
算
に
つ
い
て
は
、
正
確

か
つ
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
た
と

の
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

か
ら
、
今
議
会
に
お
い
て
提
案
し

ご
審
議
を
い
た
だ
く
も
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
50
億
８
５
０
３

万
２
４
０
５
円
、
歳
出
総
額
48
億

４
９
１
８
万
９
１
８
円
と
な
り
、

歳
入
歳
出
差
し
引
き
２
億
３
５
８

５
万
１
４
８
７
円
と
な
り
ま
し
た
。

災
害
復
旧
な
ど
継
続
実
施
の
た
め

の
繰
越
明
許
に
よ
り
翌
年
度
へ
繰

り
越
す
べ
き
財
源
１
１
９
８
万
８

０
０
０
円
を
控
除
し
た
実
質
収
支

額
は
２
億
２
３
８
６
万
３
４
８
７

円
で
あ
り
ま
す
。

特
別
会
計
に
お
け
る
18
年
度
決

算
額
は
、
14
特
別
会
計
合
わ
せ
歳

入
総
額
40
億
５
０
９
６
万
２
０
８

０
円
、
歳
出
総
額
38
億
３
５
０
０

万
４
０
８
５
円
、
歳
入
歳
出
差
引

き
２
億
１
５
９
５
万
７
９
９
５
円

と
な
り
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

の
合
計
決
算
額
は
、
歳
入
91
億
３

５
９
９
万
４
４
８
５
円
、
歳
出
86

億
８
４
１
８
万
５
０
０
３
円
、
差

引
き
４
億
５
１
８
０
万
９
４
８
２

円
と
な
り
ま
し
た
。

18
年
度
は
、
７
月
に
発
生
い
た

し
ま
し
た
豪
雨
災
害
に
よ
り
長
和

町
に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
豪

雨
災
害
は
、
床
上
・
床
下
浸
水
、

路
面
崩
壊
、
土
砂
流
失
な
ど
に
よ

る
道
路
閉
鎖
や
河
川
の
堤
防
決
壊

な
ど
様
々
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
が
、
地
域
住
民
の
み
な
さ
ん

を
は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
協
力
を

賜
り
ま
し
て
、
復
旧
工
事
も
一
部

を
残
し
て
ほ
ぼ
完
了
を
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
災
害
復
旧
に
要
し
ま

し
た
県
事
業
分
及
び
繰
越
分
を
除

く
支
出
額
は
、
土
木
関
係
で
６
２

２
９
万
円
、
農
地
、
農
業
用
施
設

関
係
で
４
６
８
７
万
円
、
林
業
施

設
関
係
で
２
１
３
２
万
円
と
な
り
、

合
計
で
１
億
３
０
４
８
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
、
被
災
箇
所
な
ら
び
に

危
険
箇
所
な
ど
に
つ
い
て
十
分
注

意
し
な
が
ら
、
よ
り
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
る

所
存
で
あ
り
ま
す
。

●
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

こ
こ
で
、
決
算
統
計
上
か
ら
見

た
町
の
財
政
状
況
を
申
し
上
げ
て

見
た
い
と
思
い
ま
す
。
大
き
く
３

町長提案理由の説明

平
成
19
年
9
月
定
例
会
開
会
さ
れ
る

長
和
町
議
会
9
月
定
例
会
が
9
月
7
日
（
金
）
か
ら
26
日

（
水
）
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
18
年
度
決
算

認
定
、
条
例
改
正
案
、
平
成
19
年
度
補
正
予
算
案
な
ど
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
の
点
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
思
い
ま
す
。
１
つ
は
、

経
常
収
支
比
率
、
１
つ
は
財
政
力

指
数
、
も
う
１
つ
は
公
債
費
比
率

で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
経
常
収
支
比
率
は
18
年

度
は
86
・
０
％
と
な
り
、
前
年
に

比
べ
て
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
い

た
し
ま
し
た
。
通
常
こ
の
数
値
は

住
民
サ
ー
ビ
ス
に
貢
献
で
き
た
か

ど
う
か
を
見
る
目
安
と
な
り
、
数

値
が
低
い
ほ
ど
財
政
に
弾
力
性
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。
今
後
、
税
収
の
横
ば
い
、

地
方
交
付
税
の
減
少
と
扶
助
費
、

繰
出
金
の
増
加
が
続
く
と
見
込
ま

れ
ま
す
の
で
、
財
政
の
硬
直
化
を

防
止
し
て
い
く
た
め
に
も
、
経
常

経
費
の
節
減
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
財
政
力
指
数
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
０
・
２
４
０
と
、

前
年
の
０
・
２
３
０
か
ら
０
・
０

１
ポ
イ
ン
ト
向
上
し
ま
し
た
。
景

気
が
低
迷
し
て
い
る
中
で
は
あ
り

ま
す
が
、
変
動
要
素
と
な
る
企
業

が
少
な
い
た
め
に
現
状
の
経
済
情

勢
に
あ
っ
て
は
お
お
む
ね
こ
の
水

準
で
推
移
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。次

に
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
町
が
借
入
れ
て
い
る
起
債
、

す
な
わ
ち
借
金
の
１
年
間
に
返
済

す
る
元
利
償
還
金
の
決
算
額
に
占

め
る
割
合
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
18
年
度
の
公
債
費
比
率
は

16
・
５
％
と
な
り
、
前
年
の
16
・

３
％
と
同
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
よ
り
、
公
営
企
業
会
計
や

一
部
事
務
組
合
へ
の
公
債
費
に
か

か
わ
る
繰
出
金
や
負
担
金
な
ど
を

含
め
て
、
実
質
的
な
公
債
費
を
勘

案
し
た
上
で
、
財
政
の
健
全
度
を

は
か
る
指
標
と
し
て
実
質
公
債
費

比
率
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
長

和
町
は
、
18
・
５
％
と
な
り
、
17

年
度
の
20
・
３
％
か
ら
１
・
８
ポ

イ
ン
ト
改
善
い
た
し
ま
し
た
。
こ

の
主
な
理
由
と
し
ま
し
て
は
、
算

定
方
法
と
し
て
、
公
営
企
業
会
計

へ
の
繰
出
金
の
取
扱
い
の
う
ち
、

学
者
村
簡
易
水
道
事
業
分
を
控
除

し
た
こ
と
、
公
債
費
に
準
ず
る
債

務
負
担
行
為
の
う
ち
、
リ
ー
ス
関

係
経
費
が
対
象
外
と
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

基
準
値
で
あ
り
ま
す
18
％
を
超
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
債
の
発

行
に
あ
た
り
ま
し
て
は
従
来
ど
お

り
許
可
が
必
要
に
な
る
と
い
う
状

況
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
財
政
指
標
を
踏
ま
え
、

今
後
も
健
全
財
政
の
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
提
案
理
由
説
明
か
ら
抜
粋
）
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9月定例会
平成18年度決算認定

平成平成1818年度長和町一般会計・特別会計決算認定年度長和町一般会計・特別会計決算認定

会　　計　　名 歳入決算額（円） 歳出決算額（円） 差引残額（円）
一　般　会　計 50億8503万2405円 48億4918万918円 2億3585万1487円

国民健康保険特別会計 7億3596万4918円 6億9608万9004円 3987万5914円

老人保健特別会計 9億4526万5540円 9億4299万2124円 227万3416円

同和地区住宅新築資金等貸付特別会計 772万6009円 709万1425円 63万4584円

水道特別会計 5億5685万3008円 5億3464万5110円 2220万7898円

特定環境保全公共下水道事業特別会計 4億7377万3385円 4億3067万5633円 4309万7752円

簡易排水施設特別会計 1683万333円 1572万7405円 110万2928円

農業集落排水事業特別会計 1億4945万7149円 1億2884万5917円 2061万1232円

観光施設事業特別会計 １億5906万3891円 1億4047万120円 1859万3771円

地域振興特別会計 3465万5541円 3288万7587円 176万7954円

国民健康保険歯科診療所事業特別会計 2406万1482円 2406万1482円 0円

訪問看護ステーション特別会計 1655万1188円 1583万5335円 71万5853円

ケーブルテレビ施設特別会計 9333万9682円 7890万7207円 1443万2475円

介護保険特別会計 7億7527万4571円 7億2500万5841円 5026万8730円

和田財産区特別会計 6214万5383円 6176万9895円 37万5488円

特別会計　合計 40億5096万2080円 38億3500万4085円 2億1595万7995円

総　　計 91億3599万4485円 86億8418万5003円 4億5180万9482円

長和町として初めての通年決算となる平成18年度一般会計及び特別会計の決算の認定に
ついて審議され、全会計の決算とも全員賛成で認定されました。各会計別の決算額につい
ては下表のとおりです。

●平成18年度一般会計決算●�

［歳　入：総額　50億8503万2千円］�

［歳　出：総額　48億4918万1千円］�
議会費�

7032万1千円�
（1.5％）�

総務費�
6億5275万1千円�
（13.5％）�

民生費�
7億6624万9千円�
（15.8％）�

農林水産業費�
3億3155万7千円�
（6.8％）�

商工費�
1億3052万7千円�
（2.7％）�

土木費�
4億2998万3千円�
（8.8％）�

消防費�
1億6029万9千円�
（3.3％）�

災害復旧費�
1億3047万9千円�
（2.7％）�

公債費�
10億9464万8千円�
（22.6％）�

衛生費�
5億8142万8千円�
（12.0％）�

教育費�
5億93万9千円�
（10.3％）�

繰越金�
1億852万8千円�
（2.1％）�

繰入金�
1億2514万6千円�
（2.5％）�

使用料・手数料�
1億303万9千円�
（2.0％）�

国庫支出金�
2億1360万2千円�
（4.2％）�

県支出金�
1億6081万円�
（3.2％）�

地方譲与税�
1億4821万6千円�
（2.9％）�

その他�
1億2745万7千円�
（2.4％）�

町　債�
3億2360万円�
（6.5％）�

諸収入�
9450万円（1.9％）�

分担金・負担金�
8045万4千円（1.6％）� 財産収入他�

3861万9千円（0.7％）�

町　税�
7億361万2千円�
（13.8％）�

地方交付税�
28億5744万9千円�
（56.2％）�
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9月定例会
平成18年度決算認定

平成18年度一般会計決算認定の採決は起立によって行
われ、全員賛成により認定されました。

昨
年
度
は
新
町
発
足
後
、
最
初
の

予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
中

で
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
の
３

年
生
ま
で
の
拡
充
な
ど
、
町
長
の
公

約
は
幾
つ
か
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
当
初
予
算
に
賛
成
し
て
お
り
、

決
算
の
認
定
に
も
賛
成
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
幾
つ
か

今
後
へ
向
け
て
の
課
題
と
問
題
点
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
第
１
は
財
政
で
す
。
今
年
７

月
に
昨
年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、
合

併
で
の
条
件
の
変
化
を
勘
案
し
た
十

数
年
分
の
新
し
い
財
政
推
計
が
出
さ

れ
、
そ
の
中
で
課
題
も
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。
決
算
と
の
関
係
で
見

た
い
と
思
い
ま
す
。
第
１
の
課
題
は

節
約
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
り

が
な
く
、
町
民
に
も
実
情
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
第
２
の
課
題
は
、
若
い
世
代

を
中
心
と
し
た
人
口
対
策
が
焦
眉
の

課
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
昨

年
度
決
算
を
見
る
と
、
子
ど
も
の
医

療
費
の
無
料
化
な
ど
の
努
力
は
あ
り

ま
す
が
、
全
体
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

子
育
て
支
援
も
含
め
、
若
い
人
た
ち

が
来
た
く
な
る
町
、
子
育
て
を
す
る

た
め
に
帰
っ
て
き
た
く
な
る
町
へ
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
第
３
の
課

題
と
し
て
は
、
普
通
公
共
事
業
が
低

く
抑
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
全
体
が
立
ち
行
く
と
い
う
前
提
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
よ
り
有
効
な
事
業
へ
の
精
査
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
第
４
の
課
題
と

し
て
、
職
員
数
の
大
幅
削
減
が
あ
り
、

こ
れ
は
必
須
条
件
で
あ
り
ま
す
が
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
町
内
の
優

良
な
働
き
口
を
小
さ
く
す
る
点
へ
の

配
慮
も
今
後
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

第
２
の
問
題
と
し
て
、
融
和
の
問

題
を
挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
率
直

に
言
っ
て
、
運
動
会
や
お
祭
り
、
公

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
取
り
組
み
が
十
分
に
町
民
に
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

尊
重
さ
れ
、
意
見
を
聞
い
て
も
ら
え

反
映
さ
れ
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
取

組
み
の
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
で
あ
り
、

こ
の
点
に
一
層
配
慮
し
た
今
後
の
取

り
組
み
を
望
み
ま
す
。

第
３
に
、
そ
の
他
の
問
題
点
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。
１
つ
は
同
和
行
政

で
す
。
町
は
同
和
行
政
終
結
へ
の
明

確
な
プ
ラ
ン
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ

き
で
す
。
２
つ
は
就
学
前
教
育
で
す
。

昨
年
、
何
回
か
話
し
合
い
を
持
た
れ

ま
し
た
が
、
事
実
上
立
ち
消
え
状
態

で
あ
り
、
今
後
の
検
討
を
望
み
ま
す
。

小
学
校
教
育
の
前
倒
し
的
な
単
純
な

就
学
前
教
育
に
は
反
対
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
学
ぶ
意
欲
や
物
事
へ
の

好
奇
心
を
育
む
取
組
み
に
は
大
賛
成

で
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
議
論
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
３
つ

は
国
民
保
護
協
議
会
に
つ
い
て
で

す
。
こ
れ
は
国
民
保
護
法
と
の
関
係

で
設
置
さ
れ
た
協
議
会
で
す
が
、
こ

の
国
民
保
護
法
の
大
も
と
は
、
非
常

に
危
険
な
法
制
で
あ
る
武
力
攻
撃
事

態
法
に
あ
り
ま
す
。
法
律
上
義
務
づ

け
ら
れ
た
も
の
と
は
い
え
、
到
底
よ

い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
総
務

費
で
な
く
防
災
対
策
費
に
入
れ
た
こ

と
は
、
こ
の
法
律
の
本
質
を
覆
い
隠

す
も
の
と
な
り
、
再
検
討
す
べ
き
も

の
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
一
層
の
社
会
的
格
差
の
拡

大
、
地
方
の
疲
弊
は
避
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
住
民
の
最
後
の
と
り
で
、
町
政

に
か
か
わ
る
者
と
し
て
、
私
自
身
も

今
ま
で
以
上
に
気
を
引
き
締
め
て
取

り
組
む
決
意
を
申
し
上
げ
て
、
討
論

と
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
決
算
認
定
に
対
す
る
討
論

栗原暁史　議員

■監査委員から町及び議会へ提出された
「平成18年度決算審査報告書」
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■
総
務
課
関
係

問
　
大
屋
駅
駐
車
場
の
町
所
有

の
5
台
分
す
べ
て
が
埋
ま
る
日

は
何
日
あ
る
の
か
。

答

５
台
分
す
べ
て
が
埋
ま
る
日

は
無
い
。
来
年
度
以
降
の
予
算
編

成
に
向
け
、
旧
和
田
村
所
有
の
２

台
分
を
上
田
市
に
返
す
予
定
で
い

る
。

問
　
巡
回
バ
ス
に
つ
い
て
定
期

券
の
よ
う
な
も
の
を
作
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

答

現
在
、
定
期
券
な
ど
を
発
行

す
る
予
定
は
な
い
。

問
　
和
田
地
区
防
災
会
議
の
委

員
に
区
長
が
入
っ
て
い
な
い
。

答

防
災
会
議
で
の
委
員
構
成
は

定
数
40
人
以
内
で
現
在
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。
区
長
が
い
た
方
が
良

い
の
で
あ
れ
ば
、
地
区
防
災
会
議

の
委
員
に
入
れ
て
も
良
い
。

問
　
防
災
無
線
を
導
入
す
る
が

何
年
も
つ
の
か
。

答

機
械
は
耐
用
年
数
が
15
年
以

上
は
大
丈
夫
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

決算特別委員会
委 員 長／ 羽田　昇治
副委員長／ 伊藤　博一
委　　員／ 清水　常美

古川　直孝
長井　武雄
金子　　隆
柳澤　貞司

い
る
。

問
　
消
火
栓
が
半
径
２
０
０
メ

ー
ト
ル
以
上
無
い
所
も
あ
る
と

思
う
が
。

答

地
形
的
な
問
題
も
あ
り
、
必

ず
し
も
半
径
２
０
０
メ
ー
ト
ル
に

１
本
と
は
い
か
な
い
。
消
火
栓
は

飲
料
水
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
新
た
な
設
置
に
は
総

務
課
だ
け
の
判
断
で
は
な
く
、
上

下
水
道
係
と
も
協
議
し
な
が
ら
予

算
の
範
囲
内
で
行
い
た
い
。

■
企
画
財
政
課
関
係

問
　
合
併
特
例
補
助
金
で
巡
回

バ
ス
を
購
入
し
た
と
い
う
こ
と

だ
が
、
他
に
県
か
ら
の
特
例
補

助
金
は
あ
る
か
。

答

国
か
ら
の
補
助
と
県
か
ら
の

補
助
が
あ
る
が
、
県
か
ら
の
も
の

は
、
合
併
当
初
和
田
の
保
育
園
バ

ス
購
入
、
18
年
度
で
は
巡
回
バ
ス

の
購
入
、
19
年
度
に
は
林
務
関
係

で
薪
割
り
機
、
運
搬
機
な
ど
の
購

入
が
あ
る
。

問
　
実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い

て
、
今
後
、
公
社
や
病
院
の
方

も
一
緒
に
算
出
さ
れ
て
い
く
こ

と
は
あ
る
の
か
。

答

公
社
に
つ
い
て
は
借
金
な
ど

を
町
で
支
払
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
、
実
質
公
債
費
比
率
に

は
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
な
い
が
、

病
院
に
つ
い
て
は
増
改
築
な
ど
で

借
入
れ
た
地
方
債
の
償
還
を
行
っ

て
い
る
の
で
、
上
田
市
と
の
負
担

割
合
に
て
負
担
金
を
支
出
し
て
い

る
た
め
影
響
を
受
け
て
い
る
。

■
町
民
課
関
係

問
　
未
収
金
徴
収
の
対
策
を
た

て
て
も
ら
い
た
い
。

答

徴
収
対
策
に
つ
い
て
は
、
県

が
新
た
な
試
み
と
し
て
個
人
県
民

税
対
策
室
を
設
置
し
た
。
市
町
村

と
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
、
県
の

職
員
で
あ
り
な
が
ら
市
町
村
の
職

員
と
し
て
併
任
で
、
町
と
一
緒
に

県
の
専
門
職
員
が
滞
納
者
宅
へ
伺

う
と
い
う
状
況
が
２
年
ほ
ど
前
に

で
き
て
い
た
。
今
年
度
か
ら
町
で

も
こ
れ
に
よ
る
滞
納
整
理
を
進
め

た
い
。

問
　
防
犯
灯
に
つ
い
て
、
町
で

は
各
区
で
電
気
料
な
ど
を
支
払

っ
て
い
る
防
犯
灯
と
町
が
電
気

料
な
ど
を
支
払
っ
て
い
る
防
犯

灯
が
あ
る
が
違
い
は
何
か
。

答

防
犯
灯
は
基
本
的
に
は
区
負

担
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

集
落
と
集
落
を
結
ぶ
道
路
や
通
学

路
な
ど
は
人
家
が
な
く
田
畑
の
み

の
場
合
は
、
す
べ
て
町
で
管
理
し

電
気
料
も
負
担
し
て
い
る
。

問
　
横
断
歩
道
設
置
に
つ
い
て
、

要
望
に
対
し
て
全
然
返
事
が
な

い
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

警
察
に
要
望
を
出
し
た
ま
ま

で
あ
る
が
、
秋
の
交
通
安
全
運
動

な
ど
が
あ
り
、
警
察
と
会
う
機
会

が
あ
る
の
で
、
状
況
を
文
書
で
回

答
し
て
も
ら
う
よ
う
に
警
察
に
話

を
し
て
い
き
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

本
議
会
で
は
決
算
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
一
般
会
計
の
決
算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し

た
。
審
議
は
和
田
庁
舎
講
堂
に
お
い
て
９
月
18
日
（
火
）
・
19
日
（
水
）
の
２
日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。

羽田昇治
決算特別委員長

大屋駅駐車場
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■
産
業
振
興
課
関
係

問
　
中
山
間
直
接
支
払
事
業
の

協
定
組
合
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。

答

町
全
体
で
12
集
落
で
あ
る
。

内
訳
は
長
門
地
域
が
８
集
落
、
和

田
地
域
が
４
集
落
で
あ
る
。

問
　
特
産
品
開
発
に
つ
い
て
、

ヒ
ッ
ト
商
品
は
で
き
た
の
か
。

ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
の
み
で
な
く
、

町
に
合
っ
た
特
産
品
を
開
発
し

て
ほ
し
い
。

答

新
し
い
物
を
作
る
の
で
は
な

く
、
今
あ
る
も
の
を
地
域
ブ
ラ
ン

ド
に
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。
他

の
グ
ル
ー
プ
の
支
援
も
行
っ
て
い

る
が
、
今
の
と
こ
ろ
地
域
ブ
ラ
ン

ド
化
を
目
指
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

は
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
生
産
者
組
合
し

か
い
な
い
。

問
　
松
く
い
虫
駆
除
対
策
事
業

の
単
価
が
高
い
の
で
は
な
い
か
。

作
業
は
森
林
組
合
が
実
施
し
て

い
る
の
か
。

答

単
価
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら

示
さ
れ
る
標
準
単
価
に
よ
り
実
施

し
て
い
る
。
駆
除
に
つ
い
て
は
、

森
林
組
合
に
委
託
し
て
い
る
。

問
　
鷹
山
温
泉
に
つ
い
て
、
地

元
以
外
の
利
用
者
も
多
い
が
、

何
と
か
地
元
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
で
き
な
い
か
。

答

温
泉
と
し
て
利
用
し
て
い
る

企
業
に
は
、
１
リ
ッ
ト
ル
に
つ
き

１
円
で
提
供
し
て
い
る
。
自
分
で

楽
し
む
だ
け
な
ら
料
金
は
か
か
ら

な
い
。

問
　
姫
木
キ
ャ
ン
プ
場
の
周
辺

の
遊
歩
道
の
整
備
は
い
つ
行
う

の
か
。

答

キ
ャ
ン
プ
場
の
周
辺
の
遊
歩

道
は
、
保
安
林
内
で
あ
る
の
で
、

現
在
、
県
の
林
務
課
治
山
係
に
要

望
し
て
あ
る
。

■
建
設
課
関
係

問
　
町
単
耕
地
応
急
工
事
に
つ

い
て
、
何
箇
所
実
施
し
た
か
。

答

24
箇
所
実
施
し
た
。

問
　
昨
年
の
災
害
時
に
河
床
が

上
が
っ
て
い
る
個
所
が
多
数
見

受
け
ら
れ
る
が
、
堆
積
土
砂
の

除
去
な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答

青
原
橋
付
近
の
河
床
整
理
及

び
護
岸
の
嵩
上
げ
に
つ
い
て
は
、

10
月
中
旬
に
上
田
建
設
事
務
所
発

注
工
事
と
し
て
契
約
に
な
り
、
順

■
保
健
福
祉
課
関
係

問
　
福
祉
関
係
で
国
・
県
な
ど

か
ら
の
歳
入
を
差
し
引
い
た
町

の
負
担
は
ど
の
く
ら
い
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答

社
会
福
祉
総
務
費
・
老
人
福

祉
費
・
在
宅
福
祉
費
の
支
出
総
額

が
約
５
億
７
千
万
円
で
、
そ
の
約

81
％
に
あ
た
る
４
億
６
千
万
円
が

町
費
で
あ
る
。

問
　
セ
ン
サ
ー
付
緊
急
通
報
装

置
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

ま
た
、
利
用
者
の
負
担
金
は
い

く
ら
に
な
る
か
。

答

人
感
セ
ン
サ
ー
を
家
の
中
の

必
ず
使
用
す
る
場
所
に
設
置
し
、

24
時
間
動
き
が
な
い
と
自
動
的
に

安
心
セ
ン
タ
ー
へ
通
報
が
入
り
、

家
族
や
近
所
の
協
力
員
な
ど
に
連

絡
す
る
。
利
用
者
の
負
担
金
は
月

額
１
４
７
０
円
で
、
町
も
１
４
７

０
円
を
負
担
し
て
い
る
。

対
象
者
は
原
則
的
に
65
歳
以
上

の
独
居
世
帯
か
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
あ
る
。

問
　
配
食
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

利
用
状
況
と
配
食
数
は
ど
の
く

ら
い
か
。

答

配
食
サ
ー
ビ
ス
は
現
在
、
昼

食
と
夕
食
を
実
施
し
て
お
り
、
毎

食
利
用
す
る
方
、
１
食
の
み
を
利

用
す
る
方
な
ど
利
用
者
に
よ
っ
て

異
な
っ
て
い
る
。
18
年
度
実
績
は

46
名
で
１
万
７
５
０
９
食
で
あ
る
。

次
実
施
し
て
い
く
。
そ
の
他
の
箇

所
に
つ
い
て
は
県
の
予
算
の
関
係

や
漁
業
協
同
組
合
と
協
定
に
よ
り

出
水
期
の
施
工
が
で
き
な
か
っ
た

た
め
、
今
後
、
再
度
要
望
を
行
っ

て
い
く
。

問
　
町
単
工
事
の
設
計
委
託
料
に

つ
い
て
支
出
は
あ
る
の
か
。

答

町
単
工
事
に
つ
い
て
農
地
費

及
び
土
木
費
共
に
設
計
は
担
当
者

が
行
っ
て
い
る
た
め
、
設
計
委
託

に
つ
い
て
の
支
出
は
な
い
が
、
農

業
用
施
設
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て

は
、
国
庫
補
助
農
業
用
施
設
災
害

復
旧
事
業
申
請
に
伴
い
、
農
道
台

帳
を
整
備
し
た
委
託
料
に
つ
い
て

支
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
土
木
施

設
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
は
災
害

査
定
設
計
書
作
成
に
伴
う
測
量
設

計
コ
ン
サ
ル
へ
の
委
託
料
な
ど
を

支
出
し
て
い
る
。

問
　
災
害
時
に
工
事
扱
い
と
せ
ず

に
重
機
使
用
料
で
精
算
し
て
あ
る

箇
所
が
あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

答

緊
急
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

る
箇
所
に
つ
い
て
重
機
使
用
料
を

も
っ
て
災
害
復
旧
に
努
め
た
こ
と

に
よ
る
。

■
教
育
課
関
係

問
　
わ
か
ば
保
育
所
施
設
の
老
朽

化
と
耐
震
性
の
問
題
に
つ
い
て
。

答

わ
か
ば
、
大
門
保
育
園
と
も

老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、
町
の
責

任
と
し
て
安
全
管
理
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
長
期
計
画
の

中
に
も
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
大

門
と
わ
か
ば
の
統
合
問
題
も
踏
ま

え
て
検
討
を
必
要
と
し
て
い
る
。

問
　
長
門
小
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト

の
改
修
状
況
に
つ
い
て
。

答
　
長
門
小
学
校
の
20
部
屋
の
主

に
天
井
が
除
去
対
象
で
あ
り
全
て

終
了
し
た
。
学
校
関
係
で
は
他
に

該
当
す
る
箇
所
は
な
い
。

問
　
学
校
給
食
に
つ
い
て
、
ご
飯

の
方
が
経
済
的
に
も
負
担
は
少
な

い
と
思
う
が
、
そ
の
よ
う
な
試
み

は
考
え
て
い
な
い
か
。

答

栄
養
士
が
主
食
と
副
食
を
含

め
て
栄
養
管
理
の
面
か
ら
必
要
な

カ
ロ
リ
ー
な
ど
を
調
整
し
、
米
や

パ
ン
、
野
菜
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

給
食
運
営
委
員
会
で
も
全
て
ご
飯

と
い
う
他
校
の
事
例
も
出
さ
れ
た

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
関
係
も
あ
り
、

導
入
す
る
と
い
う
結
論
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な

鷹山温泉スタンド

わかば保育園
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ど
に
よ
る
実
態
把
握
も
踏
ま
え
な

が
ら
今
後
も
引
き
続
き
検
討
し
て

い
く
。

問
　
和
田
宿
関
係
の
管
理
に
つ

い
て
、
地
元
の
協
力
を
得
ら
れ

な
い
か
。

答

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
本
陣
と
か
わ
ち
や
屋
に
一
人
ず

つ
管
理
員
が
勤
務
し
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
、
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、

展
示
物
も
あ
る
こ
と
か
ら
管
理
上
、

現
行
の
運
営
体
制
は
必
要
と
考
え

る
。
地
元
の
協
力
と
い
う
点
で
は
、

10
月
１
日
か
ら
「
羽
田
野
」
が
指

定
管
理
者
制
度
に
移
行
す
る
た
め
、

地
元
の
方
に
よ
っ
て
施
設
の
利
活

用
が
図
ら
れ
る
と
思
う
。

問
　
原
始
・
古
代
ロ
マ
ン
体
験

館
と
黒
耀
石
体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
を
一
緒
に
し
た
ら
ど
う
か
と

い
う
声
が
あ
る
が
ど
う
か
。

答

体
験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
建
設
の

経
緯
の
中
で
、
原
始
・
古
代
ロ
マ

ン
体
験
館
及
び
そ
こ
で
の
体
験
学

習
を
残
す
と
い
う
こ
と
が
、
地
元

と
の
約
束
事
項
で
あ
っ
た
。
今
後

と
も
、
地
元
住
民
の
声
を
聞
き
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

問
　
お
た
や
祭
の
山
車
及
び
長
窪

城
跡
の
県
指
定
申
請
に
つ
い
て
。

答

お
た
や
祭
の
山
車
は
県
無
形

文
化
財
の
「
選
択
」
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
。
県
指
定
に
つ
い
て

は
、
起
源
が
確
定
で
き
な
い
た
め

指
定
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、

古
文
書
な
ど
の
調
査
を
進
め
る
中

で
、
そ
の
起
源
を
解
明
し
、
申
請

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

長
窪
城
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
関

連
遺
構
を
含
め
て
の
調
査
研
究
を

進
め
、
県
史
跡
指
定
申
請
も
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

■
生
涯
学
習
課
関
係

問
　
湯
遊
パ
ー
ク
な
ど
の
体
育

施
設
使
用
料
は
、
一
般
利
用
者

と
講
座
参
加
者
な
ど
で
は
ど
の

よ
う
な
料
金
体
系
と
な
っ
て
い

る
か
。
一
般
社
会
体
育
と
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
教
室
の
違
い

は
。

答

町
内
利
用
者
は
使
用
料
を
全

額
減
免
し
て
い
る
。
照
明
代
は
、

公
民
館
主
催
事
業
は
全
額
減
免
と

し
、
一
般
利
用
者
は
規
定
の
半
額

を
負
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

中
学
な
ど
の
部
活
動
は
減
免
と
し

て
い
る
が
、
社
会
体
育
と
し
て
利

用
す
る
と
き
は
半
額
減
免
し
て
い

る
。

問
　
解
放
同
盟
長
和
町
支
部
補

助
金
は
前
年
度
と
比
べ
ど
う
か
。

補
助
金
の
使
途
内
容
に
つ
い
て

把
握
し
て
い
る
か
。

答

支
部
補
助
金
は
平
成
17
年
度

２
３
０
万
円
、
平
成
18
年
度
は
２

２
０
万
円
で
10
万
円
減
額
と
な
っ

て
い
る
。
補
助
金
額
査
定
に
つ
い

て
は
支
部
長
・
教
育
長
、
課
長
、

担
当
な
ど
で
話
し
合
い
の
中
、
会

の
決
算
状
況
や
町
の
財
政
状
況
も

話
し
、
町
か
ら
も
減
額
の
お
願
い

を
し
た
中
で
の
額
と
な
っ
て
い
る
。

長
和
支
部
予
算
の
歳
入
は
会
費
と

補
助
金
、
繰
越
金
で
あ
る
。
歳
出

で
は
各
種
研
修
会
、
大
会
等
の
会

議
費
、
要
請
行
動
費
、
役
員
の
年

報
酬
等
で
あ
り
主
に
研
究
会
・
集

会
な
ど
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
県
へ
の
負
担
金
も
あ
る
。

○
公
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
位
置

づ
け
を
広
く
町
民
に
周
知
し

理
解
を
得
る
と
と
も
に
、
住

民
と
の
協
働
の
視
点
に
立
っ

た
町
づ
く
り
の
推
進
に
努
め

る
こ
と
。

公
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
位
置
づ

け
を
広
く
町
民
に
周
知
し
た
と
い

う
点
に
つ
い
て
、
混
乱
を
起
こ
し

た
と
い
う
こ
と
で
町
民
に
良
く
知

ら
れ
た
。
住
民
と
の
協
働
の
視
点

に
立
っ
た
と
い
う
点
で
は
、
住
民

と
の
距
離
が
開
い
て
し
ま
っ
た
。

あ
る
意
味
で
逆
効
果
を
与
え
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

○
当
該
事
業
の
効
果
が
最
大
限

に
発
揮
さ
れ
、
新
町
の
融
和

の
早
期
形
成
と
町
民
サ
ー
ビ

ス
の
一
層
の
向
上
に
十
分
努

め
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

引
き
続
き
、
新
町
の
融
和
の
早

期
形
成
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層

の
向
上
に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

○
公
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
動

を
常
に
精
査
し
、
そ
の
効
果

等
を
十
分
検
証
す
る
と
と
も

に
町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
、

適
切
な
情
報
公
開
の
措
置
を

講
ず
る
こ
と
。

報
告
は
一
部
あ
っ
た
が
、
そ
の

検
証
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検

証
を
行
い
公
開
し
た
か
と
い
う
点

に
つ
い
て
十
分
で
な
い
。

○
委
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
は
、

公
平
性
、
公
明
性
に
配
慮
し
、

選
任
手
続
き
の
透
明
性
と
選

任
結
果
に
つ
い
て
の
説
明
責

任
を
十
分
確
保
す
る
こ
と
。

選
任
に
当
た
っ
て
は
公
平
性
、

公
明
性
は
あ
っ
た
。

○
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て
は

最
大
限
の
経
費
節
減
に
努
め
、

所
期
の
目
的
が
早
期
に
達
成

す
る
よ
う
計
画
的
な
観
点
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

賃
金
を
月
給
か
ら
日
給
に
変
更

す
る
な
ど
、
経
費
節
減
に
は
努
め

た
。

羽田野

湯遊パーク総合体育館

平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算
審
議
時
の

付
帯
決
議
に
つ
い
て

平
成
18
年
３
月
議
会
の
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
平
成
18
年

度
一
般
会
計
予
算
に
関
わ
る
付
帯
決
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
付
帯
決
議
は
公
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、

今
回
の
決
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
そ
の
付
帯
決
議
に
つ
い
て
検

証
を
行
い
ま
し
た
。
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総務経済常任委員会
委 員 長／ 滝沢　勇夫
副委員長／ 羽田　昇治
委　　員／ 伊藤　博一

河野　啓治
金子　　隆
小川　純夫
柳澤　貞司

常
任
委
員
会
審
査
報
告

総
務
経
済
常
任
委
員
会
・
社
会
文
教
常
任
委
員
会
が
９
月
20
日

（
木
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
決
算
特

別
委
員
会
で
審
議
さ
れ
る
た
め
、
各
常
任
委
員
会
で
は
、
特
別
会

計
決
算
認
定
及
び
条
例
に
関
す
る
議
案
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
特
別
会
計
に
関
す
る
審
議
内
容
に
つ
い
て

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

滝沢　勇夫
総務経済常任委員長

■
水
道
特
別
会
計

問
　
学
者
村
水
道
改
良
工
事
の
事

業
費
及
び
期
間
に
つ
い
て
。

答

平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
り
、

平
成
19
年
ま
で
の
３
カ
年
事
業
で

あ
る
。
総
事
業
費
は
３
ヵ
年
の
合

計
で
７
億
７
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
　
学
者
村
は
戸
数
が
少
な
い
の

で
水
道
料
金
の
採
算
が
取
れ
て
い

な
い
と
思
う
が
、
一
般
水
道
料
金

と
は
違
う
の
か
。

答

学
者
村
の
水
道
料
金
は
、
定

額
制
で
一
般
水
道
よ
り
安
い
。
料

金
徴
収
な
ど
観
光
施
設
事
業
特
別

会
計
で
行
っ
て
い
る
が
、
採
算
は

取
れ
て
い
な
い
の
で
、
料
金
改
定

を
来
年
度
実
施
に
向
け
検
討
し
て

い
る
段
階
で
あ
る
と
観
光
施
設
会

計
か
ら
聞
い
て
い
る
。

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計

問
　
汚
泥
は
ど
の
く
ら
い
出
る

か
。
和
田
と
一
緒
に
し
た
ら
ど
の

く
ら
い
に
な
る
か
。

答

月
に
約
20
〜
25
ト
ン
く
ら
い

出
る
。
和
田
と
一
緒
に
す
る
の
は

計
算
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
が
、

約
30
ト
ン
く
ら
い
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
予
想
し
て
い
る
。

問
　
処
理
場
の
耐
用
年
数
が
経
過

し
た
場
合
の
積
立
て
は
行
っ
て
い

る
か
。

答

処
理
場
の
原
価
償
却
は
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
な
の
で
50
年
と
な

っ
て
い
る
が
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
れ
を
行
っ
て
い
る
会
計
な
の

で
基
金
を
積
立
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
将
来
の
処
理
場
の
改
築
な

ど
は
起
債
や
補
助
事
業
で
で
き
る
。

そ
の
頃
は
今
ま
で
の
起
債
の
償
還

が
終
わ
る
の
で
問
題
な
い
と
思
う
。

■
簡
易
排
水
施
設
特
別
会
計

問
　
以
前
、
浄
化
槽
の
組
合
が
あ

っ
た
が
ど
う
な
っ
た
の
か
。
組
合

が
無
け
れ
ば
き
ち
ん
と
管
理
で
き

な
い
。

答

小
県
５
町
村
浄
化
槽
組
合
が

あ
っ
た
が
、
上
田
市
の
合
併
に
よ

り
解
散
し
た
。
町
で
は
平
成
19
年

度
に
長
和
町
浄
化
槽
組
合
を
立
ち

上
げ
て
い
る
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

問
　
迷
惑
施
設
の
１
０
０
万
円
は

何
か
。

答

地
元
区
で
あ
る
青
原
区
へ
の

迷
惑
料
と
し
て
払
っ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
青
原
区
で
の
説
明
の
中

で
下
水
道
の
統
合
で
迷
惑
料
を
な

く
す
方
向
で
説
明
済
み
で
あ
る
。

■
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計

問
　
管
理
料
の
収
入
未
済
額
が
高

額
で
あ
る
が
そ
の
理
由
は
。

答

契
約
者
の
様
々
な
理
由
に
よ

り
現
年
度
分
と
過
年
度
分
を
累
計

し
た
金
額
と
な
っ
て
い
る
。
滞
納

す
る
人
が
複
数
年
に
わ
た
り
滞
納

し
て
い
る
た
め
高
額
に
な
っ
て
い

る
。

問
　
別
荘
地
が
放
置
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
荒
廃
し
な
い
よ
う
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

答

別
荘
地
所
有
者
か
ら
希
望
を

募
り
、
支
障
木
伐
採
な
ど
の
景
観

整
備
事
業
を
進
め
て
い
る
。
事
業

に
併
せ
中
途
解
約
な
ど
の
申
出
も

あ
る
の
で
、
隣
接
の
人
に
区
画
を

斡
旋
す
る
な
ど
の
対
応
を
考
え
て

い
き
た
い
。

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
特

別
会
計

問
　
消
費
税
の
扱
い
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。
一
般
会
計
な
ら
消
費

税
が
か
か
ら
な
い
の
で
、
そ
の
方

が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答

税
務
署
か
ら
消
費
税
の
導
入

は
特
別
会
計
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か

ら
３
年
で
実
施
す
る
よ
う
指
導
さ

れ
て
い
る
の
で
、
来
年
か
ら
実
施

し
て
い
く
。

問
　
こ
の
特
別
会
計
は
、
ど
の
く

ら
い
の
赤
字
に
な
る
の
か
。

答

公
債
費
分
は
見
て
い
な
い
が
、

１
４
４
３
万
２
千
円
の
黒
字
で
あ

る
。

長門水処理センター
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社会文教常任委員会
委 員 長／ 田中由紀子
副委員長／ 栗原　暁史
委　　員／ 竹内　英和

清水　常美
古川　直孝
長井　武雄
原田　恵召

田中由紀子
社会文教常任委員長

■
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘

定
）
特
別
会
計

問
　
健
康
管
理
推
進
員
の
活
動
内

容
に
つ
い
て
。

答

検
診
時
の
取
り
ま
と
め
通
知

の
配
布
、
受
診
勧
奨
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。
毎
月
１
回
研
修
会
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
30
歳
以

上
の
方
に
検
診
通
知
を
配
布
し
、

取
り
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

問
　
町
の
75
歳
以
上
人
口
は
１
０

０
０
人
以
上
い
る
。
国
保
の
観
点

か
ら
来
年
度
の
医
療
制
度
改
革
に

よ
り
影
響
が
ど
う
出
る
の
か
教
え

て
欲
し
い
。

答

老
人
保
健
拠
出
金
が
あ
る
が
、

被
保
険
者
か
ら
の
保
険
税
で
支
出

し
て
い
る
部
分
が
後
期
高
齢
者
に

移
行
し
、
被
保
険
者
が
保
険
料
を

納
入
す
る
。
保
険
料
が
算
出
さ
れ

て
い
な
い
た
め
一
概
に
は
い
え
な

い
が
、
県
の
説
明
で
は
、
保
険
税

よ
り
も
高
く
納
め
て
い
る
よ
う
で

あ
れ
ば
、
拠
出
金
と
し
て
は
減
少

す
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

■
同
和
地
区
住
宅
新
築
資
金

等
貸
付
特
別
会
計

問
　
債
務
者
に
死
亡
、
自
己
破
産

者
が
い
る
が
、
滞
納
額
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
滞

納
整
理
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

答

滞
納
額
は
平
成
17
年
度
が
６

１
４
５
万
円
、
平
成
18
年
度
が
６

２
１
８
万
６
千
円
で
増
え
て
い
る
。

ま
た
、
債
務
者
と
関
係
者
の
調
査

を
済
ま
せ
、
弁
護
士
と
も
相
談
し

滞
納
整
理
に
当
た
っ
て
い
る
。
法

的
な
手
段
も
あ
る
が
、
粘
り
強
く

債
務
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
良
い

と
思
う
。

問
　
最
終
的
に
最
大
で
滞
納
額
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
見
込
み
か
。

ま
た
、
最
終
の
債
務
者
の
支
払
い

期
日
は
い
つ
か
。

答

滞
納
額
の
最
終
見
込
み
額
は

８
４
０
０
万
円
で
あ
る
。
最
終
の

支
払
い
期
日
は
平
成
32
年
で
あ
る
。

■
国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療

所
事
業
特
別
会
計

問
　
受
診
者
数
の
減
や
診
療
報
酬

の
改
定
に
よ
り
診
療
を
続
け
る
中

で
、
存
続
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答

決
算
額
を
み
て
も
か
な
り
減

少
し
て
い
る
。
存
続
に
つ
い
て
は
、

充
分
お
願
い
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
は
あ
り
、
先
生
に
も
そ
の
旨
話

し
て
あ
る
。
先
生
か
ら
も
力
強
い

言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　
建
物
の
修
繕
費
は
ど
こ
で
負

担
し
て
い
る
の
か
。

答

町
で
負
担
し
て
い
る
。

問
　
町
長
名
の
領
収
書
を
発
行
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
。

答

診
療
所
に
確
認
を
し
た
。
今

年
に
入
っ
て
か
ら
、
点
数
が
入
る

領
収
書
を
発
行
し
て
い
る
。
国
民

健
康
保
険
和
田
診
療
所
の
名
称
で

発
行
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
長
名

の
場
合
、
公
印
の
管
理
な
ど
の
問

題
が
生
じ
る
た
め
、
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

特
別
会
計

問
　
今
年
度
か
ら
依
田
窪
病
院
に

利
用
者
は
移
行
し
た
が
、
利
用
者

の
声
な
ど
を
課
と
し
て
把
握
し
て

い
る
か
。

答

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
で
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
苦
情
な

ど
は
無
い
。

問
　
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
職
員

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

答

臨
時
職
員
は
退
職
し
た
。
他

の
２
名
は
そ
れ
ぞ
れ
健
康
づ
く
り

係
、
在
宅
支
援
係
に
異
動
し
た
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計

問
　
平
成
18
年
の
法
改
正
及
び
長

和
町
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
１
年
目
と

し
て
の
総
括
は
。

答

町
と
し
て
は
、
大
分
落
ち
着

い
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
介
護
予
防
は
軌
道
に
乗
っ
て

き
て
い
る
か
。

答

い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
あ
る
程
度
、
進
ん
で

き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
介
護

予
防
事
業
の
中
に
特
定
高
齢
者
施

策
が
あ
る
が
、
な
か
な
か
対
象
者

が
あ
が
っ
て
こ
な
い
。
今
後
、
把

握
を
き
ち
ん
と
行
い
、
事
業
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
。

問
　
介
護
保
険
料
の
滞
納
者
の
中

で
本
当
に
支
払
い
が
困
難
な
方
に

対
す
る
町
と
し
て
の
今
後
の
対
策

は
。

答

生
計
困
難
者
に
対
し
て
は
、

救
済
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
介
護
保
険
料
の
滞
納
に
関
す

る
時
効
の
延
長
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て
。

答

平
成
19
年
度
よ
り
分
納
誓
約

書
な
ど
を
取
る
こ
と
を
実
施
し
て

い
る
。
現
在
、
滞
納
者
で
２
名
い

た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、
本
当

に
お
金
が
な
い
の
か
ど
う
か
を
把

握
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

国民健康保険歯科診療所
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一一
般般
質質
問問

９９
月月
1122
日日
（（
水水
））
にに
一一
般般
質質
問問
がが
行行
わわ
れれ
、、
４４
人人
のの

議議
員員
がが
質質
問問
をを
行行
いい
まま
しし
たた
。。

質質
問問
事事
項項
はは
左左
のの
表表
のの
とと
おお
りり
でで
すす
がが
、、
ここ
ここ
でで
はは
、、

そそ
のの
一一
部部
をを
おお
知知
らら
せせ
しし
まま
すす
。。

発言順 氏　名 質　問　項　目

１ 古川　直孝 ・学校２学期制について

・小学校図書館利用について

２ 河野　啓治 ・後期高齢者医療制度とそれに関する問題に

ついて

・和田診療所の診療日を増やすことについて

３ 羽田　昇治 ・森林整備（間伐）の促進について

・有害鳥獣被害対策について

・下和田バイパス等、町内の環境整備について

４ 栗原　暁史 ・一体感の醸成（融和）の取り組みについて

合併２周年を前に

・上小の産科不足問題について

古川　直孝
議員

多
く
の
自
治
体
や
小
中
学
校
で
は
、

年
間
を
通
じ
て
、
ゆ
と
り
あ
る
学
習

を
目
指
す
試
み
と
し
て
、
２
学
期
制
の
導
入

を
検
討
し
て
い
る
。
明
日
の
長
和
町
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め
に
も
前
向

き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

中
村
教
育
長

学
校
２
学
期
制
に
つ
い
て
は
、
学
校
も
子

ど
も
も
ゆ
と
り
が
持
て
る
と
い
う
こ
と
が
一

番
大
き
な
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
２
学
期
制
の
導
入
に
よ
り
、
通
常
の
学

習
を
今
以
上
に
充
実
さ
せ
、
き
め
細
か
な
指

導
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

定
例
教
育
委
員
会
の
中
で
も
学
校
２
学
期
制

を
議
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
検
討
を
始
め
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
２
学
期
制
の
導
入
に
当
た

っ
て
は
、
学
校
現
場
の
意
向
、
先
生
だ
け
で

な
く
子
ど
も
を
中
心
と
し
た
学
校
現
場
の
意

向
を
尊
重
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

地
域
を
あ
げ
て
、
子
ど
も
た
ち
、
先
生
の
ほ

か
、
い
ろ
い
ろ
な
皆
さ
ん
と
学
校
２
学
期
制

に
つ
い
て
研
究
し
、
方
向
を
見
出
し
て
い
き

た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
日
々
の
教

育
の
向
上
と
健
全
で
た
く
ま
し
い
児
童
、
生

徒
の
成
長
に
つ
な
が
る
よ
う
に
慎
重
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

町
内
の
小
学
校
の
読
書
運
動
の
取
組

み
状
況
に
つ
い
て
。

中
村
教
育
長

長
門
小
学
校
、
和
田
小
学
校
と
も
に
春
は

５
月
に
読
書
週
間
、
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て

は
読
書
旬
間
を
設
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
期

間
中
は
朝
の
全
校
一
斉
読
書
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ

ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会
、
友
達
に
紹
介
し
た

い
本
の
内
容
を
図
書
館
に
設
置
し
て
あ
る
ポ
ス

ト
に
入
れ
る
読
書
郵
便
な
ど
、
読
書
の
機
会
を

増
や
す
よ
う
に
各
学
校
に
お
い
て
工
夫
を
し
て

い
る
。
日
常
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
学
校
で

の
新
刊
図
書
の
紹
介
、
課
題
本
・
人
気
本
ベ
ス

ト
テ
ン
の
紹
介
な
ど
、
常
に
声
を
か
け
合
い
、

子
ど
も
た
ち
の
読
書
意
欲
、
読
書
意
識
が
高
ま

る
よ
う
努
め
て
い
る
。

平
成
19
年
度
予
算
に
お
け
る
児
童
、

生
徒
１
人
当
た
り
の
図
書
費
に
つ
い

て
。
ま
た
、
長
門
小
学
校
の
図
書
司
書
の

配
置
に
つ
い
て
。

中
村
教
育
長

平
成
19
年
度
予
算
に
お
け
る
図
書
購
入
の

予
算
に
つ
い
て
、
長
門
小
学
校
は
50
万
円
、

和
田
小
学
校
は
30
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
を
児

童
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
長
門
小
学

校
で
は
２
２
５
２
円
、
和
田
小
学
校
で
は
２

６
３
１
円
と
な
る
。
図
書
司
書
の
配
置
に
つ

い
て
、
長
門
小
学
校
に
は
専
任
の
図
書
司
書

は
配
置
し
て
い
な
い
。
町
の
職
員
が
午
前
中
、

図
書
館
の
対
応
を
行
い
、
昼
休
み
は
先
生
が

順
番
で
対
応
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

和
田
小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
専
任
の
図
書

司
書
が
い
る
。
長
門
小
学
校
の
図
書
司
書
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
対
応
し
て
い
き
た
い
と

は
思
っ
て
い
る
。
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の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
町
内
一

斉
に
実
施
し
た
。
有
害
鳥
獣
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
町
と
し
て
も
全
面
的
に
被
害
の
防
止

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

竹
内
産
業
振
興
課
長

現
在
、
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
視

察
や
研
修
会
を
開
催
し
て
、
有
効
な
対
応
策

に
つ
い
て
協
議
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
わ
な
の
会
、
猟
友
会
の
人
数
が
非
常

に
少
な
い
の
で
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん
に

資
格
を
取
っ
て
も
ら
い
、
駆
除
に
つ
い
て
協

力
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。
鳥
獣
害
対

策
に
つ
い
て
は
、
食
害
を
防
ぐ
上
で
は
鳥
獣

の
数
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
が
一
番
大
切
な

こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

下
和
田
バ
イ
パ
ス
の
植
樹
帯
に
つ
い

て
、
植
え
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど

枯
れ
て
し
ま
い
、
町
の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
改
善
策

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

羽
田
町
長

下
和
田
バ
イ
パ
ス
の
植
樹
帯
に
つ
い
て
は

建
設
事
務
所
の
管
理
と
な
っ
て
い
る
が
、
予

算
の
関
係
で
し
っ
か
り
と
し
た
管
理
が
で
き

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
下
和
田
バ
イ
パ
ス

の
建
設
の
際
に
当
時
の
和
田
村
内
で
委
員
会

を
つ
く
っ
て
活
用
に
つ
い
て
議
論
し
た
結
果
、

植
樹
帯
を
つ
く
り
植
栽
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

塩
カ
ル
の
被
害
に
よ
り
、
な
か
な
か
育
た
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
在
、
町
と

し
て
も
植
樹
帯
を
生
か
し
て
下
和
田
バ
イ
パ

ス
を
名
物
街
道
の
よ
う
な
も
の
に
で
き
な
い

か
ど
う
か
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

河野　啓治
議員

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
、

長
野
県
の
後
期
高
齢
者
の
保
険
料
は

ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

羽
田
町
長

ま
だ
、
正
確
な
保
険
料
は
決
ま
っ
て
い
な

い
。
保
険
料
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
11
月
の

広
域
連
合
の
議
会
に
お
い
て
、
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
中
で
保
険
料
率

が
設
定
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
町
と
し
て
は
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
３
月
議
会
で
条
例
を
制

定
し
て
納
付
期
限
な
ど
定
め
る
予
定
で
あ
る
。

現
在
は
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し

て
い
て
も
、
75
歳
以
上
の
人
か
ら
は

保
険
証
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
は
保
険
証
を
取
り
上

げ
、
代
わ
り
に
資
格
証
明
書
を
発
行
す
る

制
度
と
な
っ
て
い
る
。
町
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

羽
田
町
長

町
と
し
て
の
救
済
措
置
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
特
に
考
え
て
は
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
始
ま
っ
て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

の
で
、
始
ま
っ
て
か
ら
様
子
を
見
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。
広
域
連
合
で
行
う
こ
と
で
は

あ
る
が
、
市
町
村
が
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
把

握
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
長
和
町

は
き
め
細
か
な
行
政
体
制
を
つ
く
っ
て
き
て

い
る
の
で
、
後
期
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
し
っ

か
り
と
し
た
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
来
年
４
月

か
ら
の
実
施
を
凍
結
す
る
こ
と
、
制

度
の
全
面
的
な
見
直
し
の
た
め
に
、
国
に

対
し
て
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

羽
田
町
長

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
今

現
在
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
進
ん
で
い
る
中
で
、

凍
結
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
と
思
う
。
こ
の

制
度
に
つ
い
て
大
変
深
刻
に
受
け
止
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
知
事

会
、
市
長
会
、
町
村
会
な
ど
の
地
方
６
団
体

が
国
へ
要
望
を
出
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
問

題
も
取
り
上
げ
、
実
際
の
現
場
の
実
情
を
国

に
訴
え
て
い
く
と
い
う
活
動
は
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

和
田
診
療
所
に
つ
い
て
、
週
３
日
診

療
し
て
い
る
が
、
混
ん
で
い
て
時
間

が
か
か
る
。
ま
た
、
土
曜
日
に
診
察
し
て

ほ
し
い
な
ど
の
要
望
が
あ
る
。
診
療
日
を

増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

羽
田
町
長

和
田
診
療
所
は
依
田
窪
病
院
の
分
院
と
い

う
こ
と
で
開
設
さ
れ
て
い
る
。
当
初
は
週
５

日
の
診
療
を
行
っ
て
い
た
が
、
最
近
の
医
師

不
足
に
よ
り
週
３
日
の
診
療
と
な
っ
た
。
医

師
が
確
保
で
き
れ
ば
、
診
療
日
数
を
増
や
す

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

森
林
整
備
に
つ
い
て
、
間
伐
事
業
の

推
進
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
ま
た
、
林
道
・
作
業
道
の
整
備
に
つ

い
て
、
地
域
の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
対

応
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

羽
田
町
長

現
在
、
林
道
及
び
作
業
道
の
新
設
に
つ
い

て
新
し
い
計
画
は
な
い
が
、
作
業
道
を
林
道

に
昇
格
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
路
線
か
ら
、

林
道
へ
の
昇
格
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
森
林
整
備
に
必
要
な
作
業
の
道
路

網
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
町
の
森
林
整

備
計
画
に
よ
り
、
確
実
に
森
林
整
備
が
で
き

る
よ
う
支
援
し
て
い
く
計
画
が
立
て
ら
れ
て

い
る
の
で
、
森
林
整
備
と
合
わ
せ
て
事
業
が

で
き
る
も
の
か
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

羽
田
町
長

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
全
町
で
発
生
し

て
い
る
。
シ
カ
、
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
は
有

害
駆
除
の
許
可
を
出
し
て
い
る
。
ハ
ク
ビ
シ

ン
な
ど
の
小
動
物
に
つ
い
て
は
、
被
害
の
発

生
状
況
な
ど
を
見
な
が
ら
許
可
を
出
し
て
い

る
。
ア
オ
サ
ギ
に
つ
い
て
は
、
県
知
事
の
許

可
が
必
要
な
の
で
、
県
に
申
請
し
て
猟
友
会

羽田　昇治
議員
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栗原　暁史
議員

合
併
２
周
年
に
当
た
り
、
融
和
に
関

す
る
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
成
果
と

課
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

羽
田
町
長

合
併
し
て
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

る
中
で
、
住
民
の
一
体
感
と
い
う
も
の
が
少

し
ず
つ
芽
を
出
し
、
広
が
り
始
め
て
き
た
と

考
え
て
い
る
。
昨
年
行
わ
れ
た
町
民
運
動
会
、

総
合
文
化
祭
に
は
多
く
の
住
民
の
方
々
に
参

加
、
協
力
し
て
も
ら
っ
た
。
ま
た
、
夏
祭
り

に
も
大
勢
の
住
民
が
一
堂
に
会
し
、
融
和
・

親
睦
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
、
一
体
感
の
醸
成

の
現
れ
で
あ
る
と
思
う
。
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
住
民
全
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
な

行
事
な
ど
を
企
画
し
て
、
住
民
同
士
の
交
流

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
機
会
を
多
く
設
定
し

た
い
。
ま
た
、
住
民
の
不
協
和
音
が
ど
こ
に

あ
る
か
、
経
済
的
負
担
や
受
益
に
不
公
平
が

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
深
く
踏

み
込
ん
で
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

公
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
10

月
か
ら
組
織
再
編
な
ど
の
意
向
が
あ

る
よ
う
だ
が
、
現
状
の
何
が
問
題
な
の
か
。

ど
う
変
え
て
い
く
の
か
。

羽
田
町
長

公
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
の
任
期
は
２
年

で
あ
り
、
発
足
後
１
年
が
経
過
し
総
括
を
行

っ
た
中
で
、
公
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
前

進
さ
せ
る
た
め
に
組
織
を
見
直
す
こ
と
と
し

た
。
議
会
で
も
い
ろ
い
ろ
と
指
摘
を
い
た
だ

い
て
い
る
の
で
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
、
具
体

的
に
は
人
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

夏
祭
り
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

羽
田
町
長

夏
祭
り
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
夏
祭
り
実

行
委
員
会
に
お
い
て
協
議
、
検
討
を
重
ね
て

き
た
。
今
ま
で
の
和
田
の
夏
祭
り
と
の
大
き

な
相
違
点
は
会
場
の
変
更
と
花
火
大
会
の
取

り
や
め
で
あ
る
。
開
催
日
に
つ
い
て
も
検
討

さ
れ
た
が
、
８
月
14
日
の
お
祭
を
楽
し
み
に

帰
省
し
て
来
る
方
も
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

従
来
ど
お
り
の
開
催
と
な
っ
た
。
和
田
の
夏

祭
り
の
延
長
が
長
和
の
祭
り
と
い
う
感
じ
が

あ
る
の
で
、
こ
の
点
を
も
う
少
し
議
論
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
。
実
行
委
員
会
の
反
省

会
を
開
催
し
、
総
括
を
し
て
い
き
た
い
。

上
小
の
産
科
医
不
足
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

羽
田
町
長

産
科
医
不
足
は
上
小
地
域
だ
け
で
な
く
、

全
国
的
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
市
町
村
を
超
え
た
取
組
み
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
の
で
、
広
域
連
合
で
も
議
論
し

て
対
応
策
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
ま
た
、
国
の
政
策
を
変
え
な
け

れ
ば
解
決
し
な
い
問
題
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
地
方
６
団
体
で
国
に
働
き
か
け
て

い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

●

条条

例例

関関

係係

●●

■
長
和
町
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
制
定﹇

全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

県
や
町
へ
の
申
請
や
届
出
な
ど
に
つ
い
て
、

書
面
に
よ
る
手
続
き
方
法
に
加
え
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
し
て
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
行
政
手
続
な
ど
の
運
用
に
関

す
る
条
例
の
制
定
で
す
。

■
長
和
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤

の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
　
　
﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

日
額
報
酬
の
支
払
い
に
関
し
、
１
日
４
時

間
以
下
の
勤
務
時
間
の
場
合
に
は
半
額
の
報

酬
と
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
条
例
の
別
表
中
「
そ
の
他
委
員
」

に
つ
い
て
、
地
方
公
務
員
法
の
規
定
を
用
い
、

明
確
に
し
ま
し
た
。

■
長
和
町
活
性
化
施
設
条
例
の
全
部

を
改
正
す
る
条
例

﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

活
性
化
施
設
を
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理

と
す
る
た
め
の
規
定
の
整
備
で
す
。

■
長
和
町
営
ブ
ラ
ン
シ
ュ
た
か
や
ま

ス
キ
ー
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
　
﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

ス
キ
ー
場
内
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
の
名
称

が
、
現
行
条
例
の
名
称
と
相
違
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
実
状
に
合
わ
せ
る
た
め
の
改
正
で

す
。ま

た
、
利
用
料
金
の
う
ち
、
年
末
年
始
の

駐
車
場
利
用
料
金
の
徴
収
期
間
に
つ
い
て
、

現
行
の
１
月
３
日
ま
で
を
１
月
６
日
ま
で
徴

収
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

活性化施設「蔵」
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■
一
般
会
計
補
正
予
算

﹇
賛
成
多
数
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
人
事

異
動
に
よ
る
人
件
費
に
係
る
補
正
が
主
な
も

の
で
、
新
規
事
業
の
頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
な
が
わ
来き

ら
輝き

ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
一
環
で
あ
る
「
中
山
道
に
ぎ
わ
い
の
辻
事

業
」
に
よ
る
長
久
保
宿
竪
町
整
備
舗
装
工
事

の
実
施
、
産
業
用
無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
導

入
に
係
る
補
助
、
学
者
村
簡
易
水
道
基
幹
改

良
舗
装
復
旧
工
事
の
補
正
増
が
主
な
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
に
つ
い
て
は
、
繰
越
金
の
補
正
増
を

行
い
、
当
初
予
算
で
計
上
し
て
あ
っ
た
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
を
１
億
８
千
万
円
か
ら
５

千
万
円
減
額
し
て
１
億
３
千
万
円
と
し
ま
し

た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

補
正
予
算
　
﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
人
件

費
の
減
、
療
養
給
付
費
負
担
金
清
算
返
還
金

に
係
る
補
正
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
支
払

基
金
医
療
費
交
付
金
に
係
る
補
正
が
主
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
同
和
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
特
別
会
計

補
正
予
算
　
﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
が
主
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
水
道

管
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持
改
修
工
事
の
増
、

学
者
村
簡
易
水
道
基
幹
改
良
舗
装
復
旧
負
担

金
の
増
な
ど
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算﹇

全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
公
共

マ
ス
設
置
工
事
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

に
関
わ
る
町
単
工
事
に
要
す
る
経
費
の
増
が

主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
簡
易
排
水
施
設
特
別
会
計
補
正
予
算

﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
配
管

改
修
工
事
の
増
、
単
独
浄
化
槽
整
備
事
業
補

助
金
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算

﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
管
渠

清
掃
費
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
観
光
施
設
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
４
月

の
人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
減
が
主
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
国
民
健
康
保
険
歯
科
診
療
所
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算﹇

全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

歯
科
診
療
所
の
医
師
報
酬
の
予
算
計
上
科

目
の
変
更
に
伴
う
補
正
で
す
。。

■
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
特
別
会
計
補
正

予
算
　
　
　
﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
及
び
そ

の
繰
越
金
を
基
金
へ
積
立
金
と
し
て
積
み
立

て
る
内
容
の
補
正
で
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

平
成
18
年
度
決
算
に
伴
う
繰
越
金
、
介
護

保
険
事
業
費
補
助
に
関
わ
る
補
正
が
主
な
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
和
田
財
産
区
特
別
会
計
補
正
予
算

﹇
全
員
賛
成
／
原
案
可
決
﹈

森
林
造
成
事
業
補
助
金
の
減
、
間
伐
材
売

払
収
入
の
増
が
主
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

補補

正正

予予

算算

●●

主　な　内　容 補正額

○人事異動による人件費 △1985万円

○長久保宿竪町整備舗装工事 2500万円

○産業用無人ヘリコプターの導入に係る補助 219万円

○学者村簡易水道基幹改良舗装復旧工事 630万円

○舗装修繕・道路修繕工事 600万円

○堆肥貯蔵施設建設工事 △315万円

○国土調査補正測量委託 121万円

○長門小印刷機購入 116万円

○長窪城跡案内パンフレット印刷・

案内標識設置 68万円

平成平成1919年度年度99月補正予算の主な内容月補正予算の主な内容

（（一般会計一般会計））
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第３回臨時会・9月定例会
請願・陳情

●●
そそ
のの
他他

請願・陳情名 審議結果 提　出　者

長和町指定文化財和田神社社務所 全員賛成・採択 長野県小県郡長和町和田
屋根改修に関る請願 和田神社氏子総代会

会長　内田　和典　さん
○紹介議員　　柳澤　貞司　議員

田中由紀子　議員

「非核日本宣言」の意見書提出に 全員賛成・採択 長野県長野市旭町1098
関する陳情 非核の政府を求める長野県民の会

会長　望月　峻成　さん

高齢者の医療制度に関する陳情 全員賛成・採択 長野県長野市鶴賀629-1
長野県社会保障推進協議会
代表　束原　進　さん

「上田市はアリオがたばこ工場跡地へ 継続審査 長野県上田市大手2-2-5
出店することについて慎重に対応する 新上田市の街づくりをみんなで考える会
よう求める意見書」の採択を求める陳情 代表　保刈　定美　さん

請 願 ・ 陳 情 関 係請 願 ・ 陳 情 関 係

■
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
19
年
12
月
31
日
で
人
権
擁
護
委
員
の

任
期
が
満
了
と
な
る
小
池
園
子
さ
ん
（
和
田
）

に
代
わ
り
、
新
た
に
人
権
擁
護
委
員
を
推
薦

す
る
に
あ
た
り
、
市
町
村
長
は
議
会
の
意
見

を
聞
い
た
う
え
で
推
薦
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
樋
口
晴
子
さ
ん

（
和
田：

中
組
）
を
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、

適
任
と
認
め
ま
し
た
。

長和町議会第3回臨時会
長和町議会第3回臨時会が平成19年10月9日（月）に和田庁

舎議場で開催されました。
本臨時会では、工事請負契約の締結について審議され、全

員賛成により原案可決されました。
○事業名 18災国庫補助中村橋災害関連橋梁上部工事
○契約金額 52,290,000円
○請負業者 長野県長野市中御所岡田町41番地2

株式会社日本ピーエス長野営業所
所長　村田　和幸上部橋梁工事が行われる中村橋
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9月定例会
意見書

意　見　書　名 審議結果 提　出　先

非核日本宣言に関する意見書 全員賛成・原案可決 内閣総理大臣、外務大臣、

内閣官房長官

高齢者の医療制度に関する意見書 全員賛成・原案可決 衆議院議長、参議院議長、

内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、

厚生労働大臣、長野県知事、

長野県後期高齢者医療広域連合長

意 見 書 関 係意 見 書 関 係

高齢者の医療制度に関する意見書

７５歳以上の高齢者を対象とした「後期高齢者医療制度」が来年４月に実施されます。各都道府県に広域
連合が発足し準備が進められていますが、実施が近づくに従い、「別立ての診療報酬で医療内容が差別され
る」「保険料は国の政省令でほとんど決められ、今まで保険料を払わなかった被用者保険の被扶養者も含め
てすべての後期高齢者から保険料が徴収される、しかも、その保険料は所得に比例する保険料の割合を低く
し、人頭割保険料の割合が、今までのどの公的医療保険と比べても高い」「高齢者には今までは対象とされ
ていなかった資格証明書が発行される」「一人当たり医療費が増えなくても後期高齢者人口割合が増えるに
従い、保険料が上がっていく仕組みがつくられる」「ほかの医療保険からの高齢者医療の支援金には特定分
野の健診の実施率や改善達成率によってペナルティが課される」などの内容も次第に明らかになり、不安の
声が広がっています。
つきましては、高齢者の生命と健康を守り、人としての尊厳を守りうる医療制度とするために、実施にあ

たっては以下の事項につき、改善を求めるものです。

記

１　後期高齢者を別立ての診療報酬にして、医療を制限しないこと。
２　後期高齢者が負担する保険料の医療給付費に対する割合を、後期高齢者の人口比率の上昇に伴い引き上
げることをしないこと。

３　７０～７４歳の窓口負担を２割に引き上げないこと。
４　７５歳以上の現役並み所得者も窓口負担は１割とすること。
５　保険料率は、各県の実情に応じて各広域連合が決めることができるように政令を定めること。普通調整
交付金は、より広域連合間の所得格差を是正できる方法に改めること。

６　後期高齢者支援金における特定健診の実施率や達成率による調整は行わないこと。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。

平成１９年　９月２６日　　　長野県長和町議会　

衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣　あて

※上記の他に長野県知事、長野県後期高齢者医療広域連合長にもそれぞれ同内容の意見書を提出しています。



「
地
産
地
消
」
は
、
今
ど

う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？そ

も
そ
も
「
地
産
地
消
」

と
は
、
当
時
の
農
林
水
産

省
生
活
改
善
課
が
１
９
８

１
年
か
ら
４
年
計
画
で
実

施
し
た
「
地
域
内
食
生
活

向
上
対
策
事
業
」
が
も
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

生
産
者
で
あ
る
農
家
の

食
生
活
の
向
上
と
減
反
政

策
の
一
環
と
し
て
、
稲
作
か
ら
栽
培
農
産
物
の
多
様
化
に

よ
る
農
家
の
収
入
の
安
定
を
推
進
す
る
も
の
で
し
た
。

現
在
、
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
、「
地
産
地
消
」
も
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。

中
国
農
産
物
の
汚
染
の
問
題
や
、
ミ
ー
ト
ホ
ー
プ
に
代

表
さ
れ
る
食
品
の
品
質
へ
の
不
安
に
よ
っ
て
、
安
心
安
全

な
食
生
活
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
農
地
の
少

な
い
３
大
都
市
圏
で
も
、「
産
地
直
送
」
と
い
う
ふ
れ
こ

み
で
、
国
内
農
産
物
を
「
地
産
地
消
」
扱
い
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

今
後
、
輸
入
農
産
物
が
増
え
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
る

中
で
、
生
産
者
の
「
顔
が
見
え
る
」
国
内
農
産
物
の
需
要

が
ま
す
ま
す
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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編集委員会

委員長柳澤　貞司
委　員伊藤　博一

清水　常美
河野　啓治
古川　直孝
原田　恵召

な
が
わ
ま
ち

議
会
だ
よ
り
第8号

平
成
19
年
11
月
１
日
発
行

議会だよりに関するご意見ご感想をお寄せください。
長和町議会事務局 〒386-0602 長野県小県郡長和町長久保525-1

電話0268-68-3111 FAX0268-68-4011 有線**3017

各議員さんに、日頃思っていることや
住民の皆さんへのメッセージを書いてい
ただきます。今回は　長井武雄　議員
です。

長
門
庁
舎
・
和
田
庁
舎
の

各
室
の
呼
称
が
一
部
変
わ
り
ま
す

議
会
が
和
田
庁
舎
で
開
会
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
長
門
庁
舎
及
び
和
田
庁
舎
の

各
室
の
呼
称
が
一
部
変
わ
り
ま
す
。

◆
長
門
庁
舎
議
場
　
↓

長
門
庁
舎
講
堂

◆
長
門
庁
舎
会
議
棟
議
員
控
室
　
↓

長
門
庁
舎
会
議
棟
談
話
室
／
防
災
無
線
司
令
室

◆
和
田
庁
舎
全
員
協
議
会
室
　
↓

和
田
庁
舎
議
員
控
室

□
長
門
庁
舎
講
堂
（
長
門
庁
舎
旧
議
場
）

□
議
員
控
室
（
旧
全
員
協
議
会
室
）

◆
議
場
の
移
転
に
つ
い
て
◆

今
ま
で
長
門
庁
舎
議
場
を
使
っ
て
議
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
町
の
防
災
無
線
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
防
災

無
線
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
場
所
の
必
要

性
、
ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
町
防
災

対
策
本
部
の
設
置
場
所
な
ど
の
理
由
か
ら
、

長
門
庁
舎
議
場
を
含
む
長
門
庁
舎
の
会
議
棟

を
そ
れ
ら
の
役
目
を
果
た
す
施
設
と
位
置
づ

け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

和
田
庁
舎
議
場
に
は
、
議
会
の
生
中
継
シ

ス
テ
ム
も
設
置
さ
れ
、
施
設
の
有
効
利
用
と

い
う
観
点
か
ら
、
議
会
を
和
田
庁
舎
議
場
で

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
長
門
庁
舎

旧
議
場
に
つ
い
て
は
、
防
災
関
係
で
使
用
す

る
ほ
か
に
、
講
堂
と
し
て
各
種
会
議
な
ど
の

会
場
と
し
て
も
利
用
し
ま
す
。


